
学びを促進する

社会教育主事・社会教育士に共通する活動の多様な層のイメージ（案）

・楽しさや有用感等による
興味・関心の醸成 ・地域住民のニーズや地域課題の把握

・自律的・継続的な活動の仕組み化等
に向けた伴走支援

学び合い・つながり合う
協働的な場や集団をつくる

自律的・継続的な活動の
仕組みをつくる

つながりづくり

地域づくり人づくり

・学習・活動等を通して、気づき、
認識や行動の変容を促進

     

・学びや活動に向かう主体性の
涵養

・地域課題解決等に資する協働的な
学びの場づくり                                                 ・多様な関係者を巻き込んだ連携・協力

・多様な人が関わり合い、つな
がりあえる場や機会の創出
（居場所づくりを含む）

・多様な人が学習に参加できるよう配慮

社会教育主事・社会教育士が行う「人づくり・つながりづくり・地域づくり」には、下図の様な多様な層（活動場面）がある。
 多様な層の広がりや関係性等を踏まえながら、社会教育主事・社会教育士に求められる力を養成していくことが重要

注１：図中で示している事項は網羅的なものではなく、あくまで例示である。
注２：社会教育主事に特有のもとしては、例えば、社会教育に関する研修を実施したり、地域全体の社会教育の振興計画を検討する活動などが挙げられる。
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